
1. 【開催目的】

本大会を通じフェアプレーの精神を学び、併せて少年野球連盟とリトルシニア野球協会との

相互理解と親睦を深め、地域の活性化と発展に寄与する事を目的とする。

2. 【日程及び会場】

⇒ 10月25日（日）・11月1日（日）・11月8日（日）・11月22日（日）

11月29（日）・12月5日（土）

⇒ 東邦大学桑橋Ｇ・睦スポーツ広場・新田Ｇ・桑納川Ｇ

⇒ 9月20（日） 八千代リトルシニアＨＰへ掲載

※参加申込締切⇒10月10日（土）  15:00まで

3. 【開 会 式】

　本年度は新型コロナウィルス感染症拡大防止の為、開会式は実施致しません。

⇒ 令和2年10月17日（土）　9:00～12:00

各チーム 代表者1名、東邦大桑橋グランドへ来場し、参加費3,000円を納入。

駐車券 ７台分を発行

4. 【閉 会 式】

令和2年11月22日（日） 午後15:00時～

東邦大学桑橋グランド

5. 【大会競技規定】

★今大会規則については八千代市少年野球連盟大会規則に準ずる。

⇒ チーム編成

選手は「1チーム原則20名」とし、ベンチに入れる者は選手の他、

「代表者1名・監督1名・コーチ2名・スコアラー1名、介護要員2名」とする。

又、「監督は30番・コーチは28番と29番・主将は10番」の背番号を付ける事が必須。

※他地域（八千代市以外）はその限りではない。

⇒ 服装・装具

同一チームの各プレーヤー（監督及びコーチ含）は、

同色・同形・同意匠のユニフォームを着用、運動靴又はスパイク（金属性不可）・

帽子・ヘルメットは着用する。

又、打者「打者（ネクストバッター枠内含む）・走者・ランナーコーチ」に限り

手袋の使用を認める。

⇒ 使用球・塁間・ベンチ

① 軟式 Ｊ球ボール（当該チーム、各試合2球を用意）

② 23.00メートル（ピッチャープレート～ホームベース間 16.00メートル）

③ 組合せ表  若番→1塁側、先行・後攻はゲーム前の主将同志がジャンケンで決定。

日 程 ：

会 場 ：

申 込 ：

受 付 :

日 時 :

場 所 :
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6. 【競技ルール】

A. ≪試　合≫

全試合7回戦とする。試合開始後 1時間30分を経過した時は、新しいイニングに入らず

互いの攻撃をもって終了とする。得点の多い後攻チームが攻撃中、1時間30分を経過

した際、その時点で試合終了とする。

理由なく試合開始時間までに試合会場に到着していない場合、試合放棄と判断する。

B. ≪コールドゲーム≫

得点差によるコールドゲーム、4回終了 7点差のとき適用。

日没及び降雨によるコールドゲームの適用は、4回終了後適用とする。

又、4回終了前については、特別継続試合「サスペンデット」とする。

なお、特別継続試合の日時・場所は大会本部より連絡する。

C. ≪投手の投球回数及びボーク・変化球≫

→ １試合 4イニング（特別延長戦含む、12アウト）

 2試合ある場合、2試合は3イニングまで

⇒ 明らかな場合は、注意なしでボークとする。疑わしき場合は一度警告し、

再度 同様な疑わしき投球した場合はボークとする。

⇒ 投手は変化球を投げてはならない、故意？ナチュラル？球審の判断に一任する。

D. ≪回数、時間終了時同点の場合≫

特別規則を適用し、直ちに特別延長戦を実施

① 「特別延長戦」は最終イニング終了時のメンバー（守備・打順）で行う。

守備位置変更は認める。但し、特別延長戦に入る前、既に交代した選手の

交代は認めない。

② 打順は継続打順とし、前回の終了打者を1塁走者として、2塁・3塁の走者は

順次 前の打者とする。

１死満塁で1イニング行い、得点の多いチームを勝利チームとする。

２イニングの延長戦で勝敗が決しない場合、試合終了時の抽選にて勝敗を決する。

E. ≪抗　議≫

監督・主将・当該選手に抗議権を与える。

F. ≪メンバー表≫

第１試合のチーム責任者（監督・主将）は、試合会場に到着次第、

速やかにメンバー表（4枚綴）にフリガナを明記し、会場本部に提出する。

第２試合からは前試合の４回終了までに会場本部にメンバー表を提出する。

G. ≪審判員≫

決勝まで各チーム2名の帯同、組合せ表の若番が球審を実施（双方の了解あればその限りではない）

決勝戦の審判4名全て、八千代リトルシニアで実施する。

➔ ➔

➔ ➔

➔第３試合目 第１試合

（最大 7イニングまで）

第１試合目 第２試合 第１試合目

同 一 投 手 の 投 球 回 数

３試合会場 審判実施試合

第２試合

第２試合目 第３試合 第２試合目 第１試合

２試合会場 審判実施試合



H. ≪東邦大学桑橋球場周辺への注意事項≫

➔ グランドへの入場時、最徐行（10㎞/h以下）でお願いします。

駐車場内・車路でボール及びバットの使用は厳禁、隣接している畑や栗林への

立ち入りは厳禁。

➔ 所定の喫煙場所以外での喫煙は厳禁

➔ 東邦大学Ｇ及び睦スポーツ広場で試合の場合、配布する駐車券が無い車両は停車不可

新田G・桑納川Ｇで試合の場合、少年野球連盟が発行する駐車券が無い車両は停車不可

駐車券がない車両の入場はお断りします。（駐車係の指示で停車下さい）

スペースに限りがあるので出来る限り、乗り合わせでお越し下さい。

➔ マナーに留意頂き、ゴミは出来る限りお持ち帰りるようご指導下さい。

I. ≪新型コロナウィルス感染症拡大防止策≫

本大会は新型コロナウィルス感染症拡大対策に遵守して開催します。

【試合について】

① ベンチ退出時は常備してあるアルコール消毒液で消毒してから退出する。

② 試合前後、本塁上での整列（挨拶）は行わず、ベンチ前に整列する。

③ 握手・ハイタッチは行わず、メガホンの使用も禁止する。

④ ベンチ前の円陣は控え、行う場合は選手間の距離を十分に確保する。

⑤ プレー中の選手（ランナーコーチ含め）以外、ベンチ内での選手は

なるべくマスクを着用する。（熱中症対策も視野に入れ、指導者はマスク必須）

【チーム同行者・観客】

① 保護者やチーム関係者の人数は極力絞り、出来る限り少ない人数とする。

入退場する際は全員、入退場記録を提出する。（体温・時刻等）

チームで取り纏めて提出、応援（保護者・関係者）がチームと帯同せず、

入場する場合は、会場に設けた入退場記録へ記入の上 入場する。

② 検温し「37.5°以上」の方は入場をお断りする。

③ アルコール消毒の実施・観戦中もマスク着用する。

タオルを代用したり、マスク着用出来ない場合は入場をお断りする場合もある。

スタンドでの応援時、メガホンの使用及び大きな声出し・合唱等は禁止する。

【審判・アナウンス】

① 球審は、フェイスシールド装着又はマスクを着用する。

塁審はその限りではない

② 本部席・審判室・アナウンス室等、密にならぬよう努め十分な換気を行う。

③ チーム同士が重ならないようにする。

④ 場内アナウンスでは、熱中症対策に加え感染防止策を重ねて流す。

⑤ 東邦大学桑橋Ｇ・睦スポーツ広場の責任者は八千代リトルシニアで実施、

新田G・桑納川Ｇの責任者は八千代少年野球連盟で実施する。

J. ≪その他運営について≫

雨天中止の場合、八千代リトルシニアＨＰへ掲載（7:00まで）し、試合日程を組替える。

⇒ https://teamyachiyo8740.web.fc2.com

https://teamyachiyo8740.web.fc2.com/

